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《保育理念》 

「生きていく力を育む」 

《保育目標》 
・僕らの暮らし 「その人らしさ」「食」「自

然との関り」を大切にします。 

・僕らの思い 「おもいやり」「楽しい」を大

切にします。 

・僕らの挑戦 「一人ひとりのやりたい、やっ

てみたい」「試行錯誤」を大切にします。 

 

 環境はいつも同じではありません。住む人が変わ
り(子ども・大人)、興味関心が変わり、人は成長
し、集団の雰囲気も日々変化しています。遊びも飽
きてきたら遊び方や扱いが雑になり、ロフトも空き
家状態になります。そのような状態が続きますと、
遊びたい遊びや場所が見つけられず、遊びはもちろ
ん、人との関りも雑になってしまいます。そのよう
な時は、環境を変えなくてはなりません。保育者た
ちは、おもちゃの入れ替えをしたり、お部屋の模様
替えをおこないます。 
 先日、このような観点からそら組のロフトの２階
と３階をつなぐ梯子の改修をしました。 
  

 

 

１１月の予定 

 

１日（金） 安全点検日・体位測定       

２日（土） 文化祭作品展展示～４日（月）午前中まで  

６日（水） 厚真高校２年生職業体験２名(ほし・にじ組) 

       ～８日(３日間) 

 １３日（水） 『やってみよう会』総練習 

 １６日（土） 『やってみよう会』 ９：００集合 

 １８日（月） えいご・厚真中央小１年生交流(きりん組) 

 １９日（火） たけのこ巡回訪問 

 ２８日（木） 避難訓練 

  

                 

Before 

２階と３階をつなぐ

ハシゴ 

Now 

ハシゴではなく、

１段出入り口を設

けました。 

 理由は、ロフト上の空気感に変化が表れたからで
す。ロフトに登れる子が増えたことで、その空間が
にぎやかになります。にぎやかになることで、気持
ちが高揚しやすくなります。気持ちが高揚すると注
意力が欠けやすくなります。そのような状況が慢性
化すると３階と２階をつなぐ梯子で、垂直落下のリ
スクが高まります（うっかり・押した・押された）
そこで、梯子は外し、囲われた受け段を設けること
で大怪我のリスクを防ぐようにしました。また、落
ち着いた気持ちで遊べる遊びを用意したり、環境を
整えることも必要です。 
 このように保育者は、子どもたちと過ごしながら
子どもたちの様子や変化を汲み取り、子どもと環境
の最適な関係性をいつも考えて環境構成を行ってい
ます。 
  

 

 

 ９月の『うんとうごく会』のコンセプトは、【おう
ちの人と一緒に楽しむ日】でした。 
『やってみよう会の』コンセプトは、【おうちの人に
見てもらう日】です。子どもたちの見てもらいたい事
とは、どんな事なのでしょうか？？みなさん、楽しみ
にいらしてください。お待ちしております！ 

 ◆期 日：１１月１６日（土） 

 ◆会 場：福祉センター 大集会室 

 ◆対象クラス：ほし・そら・にじ組 

 ◆日 程 

  ◇会場集合    ９：００ 

  ◇開始      ９：１５ 

  ◇終了予定   １１：００ 

 ◆子ども達の取り組み過程の動画は、当日上映 

します。動画配信は後日配信いたします。 

ゴミ袋をつなげて作っ

た、まや先生お手製の

フワフワドーム！扇風

機とサーキュレーター

で空気を送り込むと膨

らみました！！ 

ドームの中は、薄暗く・・・・ハ

ロウィンのお化けたちがチラチラ

見えて、ワクワクとドキドキの楽

しい空間になっていました。 

 
【お知らせ】 

 

◇R6年度保護者アンケートは２月に行います。 

『やってみよう会』が楽しみです！ 

 

そら組のロフトを改修しました 


